
広 告 募 集 中
◆1号広告（タテ4.5cm×ヨコ17.8cm）
　掲載料：1回10,000円、連続6回50,000円）
◆2号広告（タテ4.5cm×ヨコ8.8cm）
　掲載料：1回5,000円、連続6回25,000円）
※いずれも一色刷り

◆申し込み方法
　町公式ウェブサイトで「広告掲載申
込書」をダウンロードし、必要事項を
記入の上、必要書類を添付して総務課
までお申し込みください。 詳しくは

総務課まで!!

☎72-2111

長久保　英夫

●和名田出身
●埼玉支部

ながくぼ・ひでお

"やさしい思い出"と"スポーツ少年団"

　私の子ども時代は、夏井第二小学校から夏
井中学校と、生家のある和名田で送りました。
戦後の混乱の時代なので、食べ物も充分では
ありませんでした。また学校で使う教材も全
部は買ってもらえず、先輩から譲り受けたり
したものもありました。
　そんな中で、私にも楽しい思い出がたくさ
んありました。親の使いで近所に用足しに行
くことがあり、近所のおばちゃんたちが｢お
だんごを作ったから」｢てんぷらを揚げたから｣
｢食べて行きな｣と私に言ってくれて、おいし
くいただいた思い出は今でも忘れることがで
きません。その子ども時代のうれしかった“や
さしい思い出” が、私の原点です。
　埼玉県川口市には、20歳から住み始め、24
歳の頃に町内会の子どもたちと遊ぶことが多
くなりました。みんなでキャンプに行ったり、
少年野球・ポートボール・ラジオ体操などを
しました。最も楽しかったのは、キャンプファ
イヤーでした。また子どもたちと一緒に30人
ほどで｢日高山｣にハイキングに行き、引率の

大変さを経験しました。
　30年位前、自分の子どもがミニバスケッ
トを始め、それが縁で今は｢青木中央ミニバ
スケットクラブ｣という地元チームの団長（代
表） をしています。女の子を含めて子どもた
ちが35人いますが、試合に勝つだけではなく、
脱いだ靴をきちんと揃えられること、あいさ
つができることなど、スポーツ少年団として
の礼儀についても指導しています。毎年、春
はハイキング、夏は合宿、秋はバーベキュー、
冬はクリスマスおよび卒団式などをしていま
す。またクラブの関係で、公民館活動も行っ
ていて、文化祭などのさまざまな行事に参加
しています。
　私のふるさと小野町大字和名田の優しい思
い出が、今の私の人生を作ってくれたのだと
思っています。ふるさとには大感謝です。

ふれあい通信

ふるさと小野町会
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